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'19.3月期
1Q実績

‘20.3月期
5/10予想

‘20.3月期
1Q実績

前期比 予想比

売上高 10,961 10,650 10,547 -3.8% -1.0%

営業利益 842 600 502 -40.3% -16.3%

経常利益 1,237 850 594 -51.9% -30.1%

純利益 858 550 250 -70.8% -54.5%

期末為替レート（円／$） 110.54 110.00 107.79 

2020年3月期 1Q 連結業績

・前年同期に比べ、減収減益となった。

・期首予想に対しても、減収減益となった。

営業利益は、電子材料及び産業用構造材料の利益率低下により16.3%減。

経常利益は、為替差損の計上及び持分法利益の悪化により30.1%減。

純利益は、前年同期に計上した有価証券売却益が今期は無かったため54.5%減。

（単位：百万円）

2020年3月期1Q決算
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売上高

'19.3月期
1Q実績

‘20.3月期
5/10予想

‘20.3月期
1Q実績

前期比 予想比

電子材料 6,861 6,500 6,551 -4.5% 0.8%

産業用構造材料 2,172 2,150 2,174 0.1% 1.1%

電気絶縁材料 805 850 768 -4.6% -9.6%

ディスプレイ材料 937 1,000 849 -9.4% -15.1%

関連商品・他 186 150 205 10.2% 36.7%

合 計 10,961 10,650 10,547 -3.8% -1.0%

セグメント別 1Q 売上高

・前年同期に比べ、電子材料・電気絶縁材料・ディスプレイ材料が減収となった。

・期首予想比では、電気絶縁材料とディスプレイ材料が下回り、全体としても1.0%の未達となった。

（単位：百万円）
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2020年3月期1Q決算



売上高 ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
'19.3月期
1Q実績

‘20.3月期
1Q実績

増減
'19.3月期
1Q実績

‘20.3月期
1Q実績

増減

電子材料 6,861 6,551 (310) 644 448 (196)

産業用構造材料 2,172 2,174 2 397 284 (113)

電気絶縁材料 805 768 (37) 132 73 (59)

ディスプレイ材料 937 849 (88) 50 48 (2)

関連商品・他 186 205 19 54 55 1 

合 計 10,961 10,547 (414) 1,277 908 (369)

全社費用 (435) (406)
営業利益 842 502 (340)

セグメント別 1Q 売上高・利益 （前期比）

（単位：百万円）
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2020年3月期1Q決算

・電子材料は、リジットプリント配線板及び同材料の低迷により減収減益となった。

・産業用構造材料及び電気絶縁材料は、前年同期に比べ利益率が低い製品が増え、減益となった。

・ディスプレイ材料は、スポット受注製品の出荷が2Qにズレたことにより減収となった。



売上高 ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
‘20.3月期
5/10予想

‘20.3月期
1Q実績

増減
‘20.3月期
5/10予想

‘20.3月期
1Q実績

増減

電子材料 6,500 6,551 51 470 448 (22)

産業用構造材料 2,150 2,174 24 340 284 (56)

電気絶縁材料 850 768 (82) 120 73 (47)

ディスプレイ材料 1,000 849 (151) 60 48 (12)

関連商品・他 150 205 55 30 55 25

合 計 10,650 10,547 (103) 1,020 908 (112)

全社費用 (420) (406)
営業利益 600 502 (98)

（参考）セグメント別 1Q 売上高・利益 （5/10予想比）

（単位：百万円）
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2020年3月期1Q決算

・電子材料は、リジットプリント配線板及び同材料の低迷により減益となった。

・産業用構造材料及び電気絶縁材料は、予想より利益率が低い製品が増え、減益となった。

・ディスプレイ材料は、スポット受注製品の出荷が2Qにズレたことにより減収減益となった。
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□ 2020年3月期 1Q 連結決算

■ 2020年3月期 業績予想
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上期 通期

経常利益 純利益 経常利益 純利益

8/1予想 1,950 1,250 4,100 2,750
増加要因

株式売却益 （税引後） 850

減少要因

持分法投資利益 (200) (200) (500) (500)

留保利益に対する税金費用 (1,550) (1,550)

連結子会社利益 (100) (100) (200) (200)

8/27予想 1,650 (600) 3,400 1,350

ポラテクノ株式売却に伴う業績予想の修正
2020年3月期予想
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（単位：百万円）

・ポラテクノは、有沢製作所の持分法適用関連会社である。

・持分法適用関連会社株式売却の意思決定に伴い、留保利益に対する税金費用を認識する。

・期首に見込んでいた持分法投資利益が減少する。



8/27予想

'19.3月期
上期実績 下期実績 通期実績

‘20.3月期
上期予想

前期比
下期予想

前期比
通期予想

前期比

売上 22,707 22,021 44,728 22,650 -0.3% 22,950 4.2% 45,600 1.9%

営業利益 1,732 1,387 3,119 1,400 -19.2% 1,650 19.0% 3,050 -2.4%

経常利益 2,589 1,708 4,297 1,650 -36.3% 1,750 2.5% 3,400 -20.9%

純利益 1,772 1,089 2,861 (600) -133.9% 1,950 79.1% 1,350 -52.8%

期末為替ﾚｰﾄ（円／$） 113.57 110.99 110.06 108.00

2020年3月期の連結業績予想 （前期比）
2020年3月期予想
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（単位：百万円）

・電気絶縁材料、ディスプレイ材料等が伸長し増収となるものの、電子材料の固定費増加や

品種構成の変化により営業利益減少を見込む。

・ポラテクノ（持分法適用会社）株式の公開買付けに伴う、持分法利益の減少や留保利益に

対する税金費用の認識により、経常利益、純利益は減少を見込む。



8/27予想

‘19.3月期
上期実績 下期実績 通期実績

‘20.3月期
上期予想

前期比
下期予想

前期比
通期予想

前期比

電子材料 14,699 14,071 28,770 14,350 -2.4% 14,550 1.4% 28,900 0.5%

産業用構造材料 4,257 4,138 8,395 4,300 1.0% 4,200 1.5% 8,500 1.3%

電気絶縁材料 1,570 1,558 3,128 1,600 1.9% 1,800 15.5% 3,400 8.7%

ディスプレイ材料 1,802 1,898 3,700 2,000 11.0% 1,900 0.1% 3,900 5.4%

関連商品・他 379 356 735 400 5.5% 500 40.4% 900 22.4%

合 計 22,707 22,021 44,728 22,650 -0.3% 22,950 4.2% 45,600 1.9%

2020年3月期のセグメント別売上高予想 （前期比）
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2020年3月期予想

（単位：百万円）

・電子材料は、微増に留まる。

・産業用構造材料は、ハニカムパネルが増加する。

・電気絶縁材料は、スポット受注により増加する。

・ディスプレイ材料は、医療向けに加えアミューズメント向けも増加する。



売上高 ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
'19.3月期
通期実績

‘20.3月期
8/27予想

増減
‘19.3月期
通期実績

‘20.3月期
8/27予想

増減

電子材料 28,770 28,900 130 2,621 2,500 (121)

産業用構造材料 8,395 8,500 105 1,393 1,300 (93)

電気絶縁材料 3,128 3,400 272 431 400 (31)

ディスプレイ材料 3,700 3,900 200 115 250 135

関連商品・他 735 900 165 192 200 8

合 計 44,728 45,600 872 4,752 4,650 (102)

全社費用 (1,633) (1,600)
営業利益 3,119 3,050 (69)

（単位：百万円）
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2020年3月期予想

2020年3月期通期のセグメント別売上高・利益予想 （前期比）

・電子材料は、固定費増加に加えリジットプリント配線板材料の低迷により利益減少を見込む。

・産業用構造材料及び電気絶縁材料は、利益率が低い製品の増加により利益減少を見込む。

・ディスプレイ材料は、スポット受注により増収増益を見込む。



売上高 ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
'19.3月期
上期実績

‘20.3月期
8/27予想

増減
'19.3月期
上期実績

‘20.3月期
8/27予想

増減

電子材料 14,699 14,350 (349) 1,392 1,150 (242)

産業用構造材料 4,257 4,300 43 742 630 (112)

電気絶縁材料 1,570 1,600 30 231 170 (61)

ディスプレイ材料 1,802 2,000 198 80 150 70

関連商品・他 379 400 21 108 100 (8)

合 計 22,707 22,650 (57) 2,553 2,200 (353)

全社費用 (821) (800)
営業利益 1,732 1,400 (332)

（単位：百万円）
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2020年3月期予想

2020年3月期上期のセグメント別売上高・利益予想 （前期比）



5/10予想 8/27予想

‘20.3月期
上期予想 下期予想 通期予想

‘20.3月期
上期予想

予想比
下期予想

予想比
通期予想

予想比

売上 22,650 22,950 45,600 22,650 0.0% 22,950 0.0% 45,600 0.0%

営業利益 1,400 1,650 3,050 1,400 0.0% 1,650 0.0% 3,050 0.0%

経常利益 1,950 2,150 4,100 1,650 -15.4% 1,750 -18.6% 3,400 -17.1%

純利益 1,250 1,500 2,750 (600) -148.0% 1,950 30.0% 1,350 -50.9%

期末為替ﾚｰﾄ（円／$） 110.00 110.00 110.06 108.00

2020年3月期の連結業績予想 （予想比）

・ポラテクノ（持分法適用会社）株式の公開買付けに伴う、持分法利益の減少や留保利益に

対する税金費用の認識により、経常利益、純利益は減少する。

2020年3月期予想
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（単位：百万円）



本資料は、株式会社有沢製作所（以下当社）による口頭説明によって補完され、かつ、かかる説明との関連性において
検討されるべきものです。当社の事前の書面による同意なしに、本資料及びその内容をいかなる目的にも使用することは
できなく、また本資料の内容を公表する権利若しくは第三者に開示する権利を付与するものではありません。

本資料に示されている情報は、当社経営陣の予測に基づくもの、或いは本資料作成時点における実勢及び当社の見解
に依拠したものであり、予告無しに変更されることがあります。当社は、公の情報源から入手した情報、その他当社の検討
した情報が全て正確かつ完全であることを前提に本資料を作成しており、これらの情報について独自の検証は行っており
ません。
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